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同代表。

「男性の仕事と育児の両立支援に
　　積極的に取り組む職場環境づくり」

2022年（令和4年）9月2日第1回
テーマ

「多様な働き方の整備 ～ＬＧＢＴについて～」
2023年（令和5年）1月26日第2回

テーマ
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世界的な数学者で大道芸人のピーター・フランクルさんを講師に迎え、人権講演会を開催しました。
ピーターさんの貴重なお話しにより人権や共生の意義とその重要性について考える機会になりました。

　男女平等を基本とした男女参画社会
の実現に向けて、「つながる」をテーマに
多世代、多様性、SDGs、環境・リサイクル
について考え、行動するきっかけ作りや、
地域ぐるみで子育てを推進する環境作り
のため、「みんなのフェスinこおりやま」を
開催しました。
　当日は、コンサートやパパと子どもの
お料理教室など、たくさんのイベントを
開催し、654名の方にご来場いただきま
した。
　来場者アンケートでは約95%の方か
ら満足との回答をいただいており、多く
の方に楽しんでいただけました。

　講演では、ユダヤ人であることで差別を受けた実体験や根強い差別の連鎖につい
ての考察、日本で感じられた寛容の精神やその大切さ、現在のヨーロッパにおける
人権の考え方や具体的事例の紹介、平和についてのお話など、ご自身の経験や様々
な国の事例を通し、分かりやすくお話しいただきました。
　また、講演中、大道芸の披露や数学のクイズなどもあり、目が離せない、知的好
奇心を刺激される講演となりました。

令和４年度 人権講演会を開催しました。
【2022年（令和4年）12月4日㈰】

ワタシは一体ナニジンなんだろう！
講師：ピーター・フランクルさん（数学者・大道芸人）

テ ー マ

参加者からは、

数学の問題や
ジャグリングなどを入り口に、

人権をテーマにした
貴重なお話を、

大変興味深く拝聴しました。

多種の内容が
盛り込まれて、
分かりやすい、

心にささる内容でした。

日本人の良さは「寛容」と聞き、
私自身も今後の人生の中で

人に対して寛容でありたいと思いました。

などの多くの感想をいただきました。

第131回ホールコンサート
（石川志保さん　石川仁保さん）

防災講座
（福島大学客員研究員　北村育美さん）

こどもリサイクルマーケット

感 想

みんなのフェス
in こおりやま
を開催しました。

第1回 　特に、こどもリサイクルマーケットでは、
「ペットボトルキャップでの買い物が良い
体験となりました。」
「ペットボトルがお金代わりになるという
ことで、3歳の娘もめーいっぱいお買い
物することを楽しんでいて側で見ていて
とても微笑ましくなりました。」
など多くの感想をいただきました。
　なお、当日、皆さんから入場料などで
いただいたペットボトルキャップは68kg
となりましたが、これらは、世界の子ども
にワクチンを届けるエコキャップ運動に
使わせていただきました。╳ 郡山市

　世界経済フォーラムが発表している、
各国における男女格差を測る指数。
経済・教育・健康・政治の４つの分野の
データから作成されています。

ジェンダー・ギャップ指数
分 野
経 済
教 育
健 康
政 治
総 合

順 位 
121位

1位
63位

139位
116位

2022年７月発表

　２０２２年７月に発表されたジェンダー・ギャップ指数において、日本
は１４６か国中１１６位（前回は１５６か国中１２０位）でした。前回と比べ
て、スコア、順位ともに、ほぼ横ばいとなっており、先進国の中で最
低レベルの結果となりました。特に、経済と政治の分野における順
位が低い結果となりました。

　現在、日本の女性議員は、国際的に見ても極めて少ない現状です。選挙
で男女の候補者数をできる限り均等になることを目指す法律「政治分野に
おける男女共同参画推進法」が２０１８年５月に成立しました。

　上智大学教授の三浦まりさんを講師に迎え「なぜ、女性の政治参画が進
まないのか」と題し、郡山市立郡山第三中学校において、講演会を開催しま
した。同校の中学二年生に向けて、日本の政治の現状や女性の政治参画の
必要性についてお話いただきました。

　参加者からは、「政治に女性が参加することにとても興味を持った。他人
事として捉えず、自分も関係していることを考えながら生活していきたい」
「女性の個人的なことを政治と関連して関心を持ちながら生活したいと
思った」などの感想があり、政治に興味・関心を持っていただく機会とするこ
とができました。

今までで一番難しい課題
だと感じた。 LGBTに限ら
ず多様な働き方を模索し
て行き、個々の大切さを
お互いに理解できる職場
づくりが必要だと思った。

よく耳にし知っているつもりでいたLGBTに
ついてまだまだ知らないことが多かったこと
を改めて実感。多様性を尊重し、皆が生き
やすい環境にするためにも個人として出来
ること、組織として出来ることなど考え、行
動に移していかなければならないと思った。

男性の育休取得は、まだまだ取得しに
くい環境。職場のみんなが育休取得を
当たり前として協力する環境づくりが
大事。

社内の理解と協力が不可欠であり、
他社のみなさんも同じ課題を持たれて
いるということを認識。今回得た知識
を社内で共有し、改善につなげたい。
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【2022年（令和4年）11月23日㈬】

67


